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1．はじめに 

我々は，中赤外パッシブ分光イメージングの

医用画像診断への適用展開を目指している．パ

ッシブ分光法では，照明を必要とせず物体から

放出される放射光の分光発光強度から成分情

報の取得が可能である 1) ． 

本報告では，歯の分光発光強度から主成分で

あるハイドロキシアパタイト由来の発光ピー

クを検出した結果について述べる． 
2．中赤外パッシブ分光イメージングによる分

光放射強度からの成分情報の取得 

まず，パッシブ分光法の有用性を検証するた

めにマイクロプラスチックを計測対象とした．

Figure1 に FT-IR(Fourier Transform Infrared 
Spectroscopy)と，開発したパッシブ分光イメー

ジング装置による計測結果を示す．図中下のグ

ラフは，PP(PolyPropylene)の FT-IR の分光吸光

度とパッシブ分光による分光発光強度である．

FT-IR による熱吸収分光法では，波数 841，896，

974，999，1168 cm-1において吸収ピークを確認

できた．パッシブ分光法では，同じ波数におい

て発光ピークを確認できた．次に，Figure2 に

牛の歯を計測した実験光学系と分光発光強度

の計測結果を示す．本実験では，発光ピークの

確実な検出を優先してホットスターラーで歯

を 60℃まで温めて，光学倍率 1 倍で計測した．

この結果， 8.7µm 付近に歯の主成分であるハ

イドロキシアパタイトの発光ピークを確認す

ることできた． 
3．おわりに 

現在，パッシブ分光イメージング装置の感

度改善中であり，体温でのハイドロキシアパ

タイトの発光ピークを確認する予定である． 
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